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応募テーマ
極寒天国（しばれすとパラダイス）・薮川地域をもっと稼げる地域に！



地場産品を使用した商品開発

薮川特産 行者にんにく わかさぎ釣りシーズン用 試作発表



商品開発のポイント

•薮川の特色を活かした商品であること

•利益を生む商品であること

•オペレーションを簡略化できること

•特別な技術がいらないこと

•薮川への誘客促進につながるものであること

•わかさぎ釣りのお客様が魅力を感じるものであること



商品開発にあたっての姿勢

•地場産品の栽培、収穫、出荷準備に携わる

•自らが９割作り、現場の意見を取り入れて完成させる

•簡単に出来ることをやり、結果に繋げる

•情報発信はこまめに行い、お客様の反応を増やす



開発商品１ 「薮川ホルモン」



発売２か月半で3,000食突破の取り組み

•販促ＰＯＰをばっちゃん亭横の公衆トイレに設置

•市の関係施設へ歳末セールとして販売

→行政の応援を頂き、見込みの3倍の1800食が売れる。

•地域おこし協力隊Facebookで実績発表と感謝を伝える

→メディアの取材が来てくれるきっかけとなった。

•季節限定商品を平行してPRしボリューム感を上げる

•店頭販売数も伸びてきたので自身は現場と距離を置く

→店舗スタッフに自信をつけてもらう（プロ意識の醸成）。

•氷上わかさぎ釣り解禁、週末に100～250食販売



開発商品 2～4

「わらびと行者にんにくの和え物」「きざみ行者にんにく醤
油漬け」「きざみ行者にんにく薄塩味」



行者にんにく販売促進

•岩洞湖レストハウスの菅原さん、生産者の
立花さん、私の３者で任意団体「行者にん
にく盟友会」を発足し、農政課の6次産業
化スタートアップ支援補助金」を受け、通年
販売出来る商品を開発。

• まとまった量の生鮮ものをFacebookを通じ
て予約受付を実施。盛岡タイムス、IBCテレ
ビ、IBCラジオ、岩手朝日テレビからの取材
も頂き、17件のご注文を頂いた。



通年販売商品の開発・販売
•消費量が増えることで、地域の買い
取り量を増加させることを狙いとした。

•非加熱の行者にんにくを使用し、既
存の醤油漬けの他、使いやすい薄
塩味も開発し販売。

• 2か月で300パックを販売。

• コロナの影響が出た中、例年以上
に行者にんにくが消費された。

• 2021年度も売れ行き好調。



岩洞湖の清涼な水で育った天然ナマズで商品開発を実施。

ナマズはわかさぎの天敵である為、商業用として捕獲することでわかさぎ
の保護に繋がる。

ナマズを使用した特産品開発





取り組み結果

•皮はゴムの様に固くて食べられない。

• ぬめりの生臭さがひどく、調理場を掃除した後も残り不快感が大きい。調
理委託がはばかられる最大の要因。

• そのまま蒲焼きにしても独特の臭いがあり美味しくない為、リードペーパー
にくるみ1日寝かせ、酒とみりんに漬けて2日寝かせてから調理。

• タレとのバランスが取れるよう、1口サイズにカット。

•玉山総合事務所にて40名に試食をして頂き39名から好評を得たが、手
間がかかる上、うなぎほど美味しいと感じなかった為、商品化を断念。

価値を見出すことが出来なかった。



高糖度とうもろこしの特産化





参加者の皆様と収穫後の記念撮影毎週水曜日に成長の様子を投稿した「まいぷれ盛岡」
の特設コーナー（全17回）



盛岡市役所 購入支援実績

協力者Aさん

サニーショコラライラ・ゴールドラッシュ 1,310本

協力者Bさん ゴールドラッシュ 310本

協力者Cさん サニーショコラライラ 100本

協力者Dさん ゴールドラッシュ 100本



とうもろこしの取り組みと並行し、地域
の農家さんより問題として挙げられた、
農作物の獣害対策への取り組みとし
て令和元年度、令和2年度に申請し、
採択頂けました。

任期中、薮川で初となるイノシシの出
没があったほか、クマの出没、被害が
全国で多発するなど、獣害対策の必
要性が日増しに求められる状況となり
ました。

岩手大学地域課題解決プログラムの取り組み



岩手大学地域課題解決プログラム

•申請、採択されたテーマ

R１「中山間部農業の促進を目的とした獣害対策」

R２「中山間地域で有効な獣害対策の取り組みの構築について」

•担当教授 農学部森林科学科 山内 貴義 准教授

•担当学生 進藤 真由子 さん（R２ 卒業論文作成）



現地調査



獣害対策勉強会開催



有害駆除された鹿毛皮の活用



岩手革様のご支援

岩手フード＆クラフトアワー
クラフト部門 グランプリ受賞

中村 俊行 代表 職人 佐々木 菜美 さん



「薮鹿」商品の開発・販売



任期満了に伴い、農業用ドローン散布代行サービス
【盛岡アグリドローンサービス】開業



農業用ドローン代行のメリット

•専用液体薬剤は、10aあたり3分で散布可能。

•霧状散布により速乾性があり、乾かす時間が不要。

•農業機械の進入が困難な場所へ、農薬、除草剤の散布が可能。

•希釈倍率が８～16倍の為、大量の水を用意する必要なし。

•粒剤散布は10a 3ｋｇの場合、5分で散布可能。

•機体代、ライセンス取得費などの初期費用150万～300万と、保険料、
年間整備費などのランニングコスト約20万円が不要。

作業効率と作物の品質を上げることが可能です。





2021年度実績
•総依頼件数は20件

•水田のカメムシ防除は、既存の散布方法より高実績を達成。

•収穫したお米は、全件１等級を達成。

•大豆畑へ紫斑病、マメシンクイガ防除を実施し高実績を達成。

•収穫した大豆は、1等級、2等級で8割以上を達成。

•高木の害虫対策として桜に散布し、浸食を防除。高木10本に対し、30
分で散布終了。

•広域の除草剤散布を行い、発生を抑止。

•晩秋に笹薮へ散布を実施。来春、結果を検証。



2022年の展望

•今年ご利用頂いたお客様の9割から、来期の散布希望を受付。

• 「事前準備不要」「短時間散布」「既存の方法より高い実績」となり、今
後はドローン散布が主流となる見込み。

•特に、大豆の散布実績が良かった為、米からの転作を検討されている方
に貢献できると考えている。

•農水省が空中散布用農薬の認定を早急に進めており、対象作物が大
幅に増える見込み。

•受粉、播種などの試験散布へも協力していく。


